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所在地3.

岐阜県土岐市泉町大富1986番地の8

売上高 359百万円(2021年12月～2022年11月)

5.

6.

4.

産業廃棄物中間処分業

Ⅰ.　組　織　概　要

セイケン工業株式会社

山田　幸絵

〒509-5132

〒485-0827

事業内容

１）

愛知県小牧市東田中1292番地

1999年2月5日

300万円資本金

責任者名 総務部　向井真由美　E-mail:soumu@seikenkougyou.co.jp

（特別管理）産業廃棄物収集運搬業

解体工事業

設立

1.

組織概要に関する情報

2

7.

8.

2.

従業員

愛知県小牧市文津304番地

TEL　0568-43-3670

FAX　0568-43-3671

〒485-0826

代表取締役社長

25名(2023年1月現在)

環境管理

処分場

事業所名

本社（登記上）

本社事務所



産業廃棄物収集運搬業

H31.4.19 R6.4.11

産業廃棄物処分業 02320059325

都道府県 許可区分 許可番号

許可品目

　積替え、保管を除く。
燃え殻（水銀含有ばいじん等を除く。）、汚泥（石綿含有産業廃棄物を含む。水銀含有ばいじん等を
除く。）、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず
以上6品目（水銀使用製品産業廃棄物を含む。）
　積替え・保管を含む。
廃プラスチック類（自動車等破砕物を除く。石綿含有産業廃棄物を含む。）、金属くず（自動車等破
砕物を除く。）、ガラスくず・コンクリートくず（工作物の新築、改築又は除去に伴って生じたもの
を除く。）及び陶磁器くず（自動車等破砕物を除く。石綿含有産業廃棄物を含む。）、がれき類（石
綿含有産業廃棄物を含む。）
以上4品目（水銀使用製品産業廃棄物を含む。）

許可品目

中間処分（選別）
廃プラスチック類（自動車等破砕物及び石綿含有産業廃棄物を除く。）、木くず、紙くず、繊維く
ず、ゴムくず、金属くず（自動車等破砕物を除く。）、ガラスくず・コンクリートくず（工作物の新
築、改築又は除去に伴って生じたものを除く。）及び陶磁器くず（自動車等破砕物及び石綿含有産業
廃棄物を除く。）、がれき類（石綿含有産業廃棄物を除く。）
以上8品目（水銀使用製品産業廃棄物を除く）

許可品目

R8.2.27

有効期限

愛知県 産業廃棄物収集運搬業 02310059325 R5.3.30 R6.3.30

愛知県

２-１） 許可内容・許可一覧

H30.6.262009059325

産業廃棄物収集運搬業 02400059325

積替え保管を除く。
廃プラスチック類（石綿含有産業廃棄物又は水銀使用製品産業廃棄物を含む。）、紙くず、木くず、
繊維くず、ゴムくず、金属くず（水銀使用製品産業廃棄物を含む。）、ガラスくず・コンクリートく
ず及び陶磁器くず（石綿含有産業廃棄物又は水銀使用製品産業廃棄物を含む。）、がれき類（石綿含
有産業廃棄物を含む。）（廃プラスチック類、金属くず、ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器
くずは自動車等破砕物を除く。）
以上いずれも特別監視産業廃棄物を除く。

長野県 R5.6.25

許可年月日

岐阜県

R5.12.21

H31.4.5 R6.3.30

02501059325 H30.12.27

産業廃棄物収集運搬業 02101059325

三重県

積替え、保管を除く。
紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、金属くず（自動車等破砕物を除く。）
上記　5品目は石綿含有産業廃棄物であるものを除く。
廃プラスチック類（自動車等破砕物を除く。）、ガラスくず・コンクリートくず（工作物の新築、改
築又は除去に伴って生じたものを除く。）及び陶磁器くず（自動車等破砕物を除く。）、がれき類
上記　3品目は石綿含有産業廃棄物であるものを含む。
以上8品目
上記品目は水銀使用製品産業廃棄物を含む。

許可品目

積替え、保管を除く。
廃プラスチック類（石綿含有産業廃棄物を含む。）、金属くず、ガラスくず等（石綿含有産業廃棄物
を含む。）
（上記品目は、水銀使用製品産業廃棄物を含む。）
紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、がれき類（石綿含有産業廃棄物を含む。）
以上8種類
※ガラスくず等とは、「ガラスくず、コンクリートくず（工作物の新築、改築、または除去に伴って
生じたものを除く。）及び陶磁器くずをいう。

許可品目

積替えの為の保管を除く収集運搬
事業区分　積替えを含まない収集運搬業
廃プラスチック類/紙くず/木くず/繊維くず/ゴムくず/金属くず/ガラスくず、コンクリートくず（工
作物の新築、改築又は除去に伴って生じたものを除く。）及び陶磁器くず/工作物の新築、改築又は除
去に伴って生じたコンクリートの破片その他これに類する不要物
（石綿含有産業廃棄物及び水銀使用製品産業廃棄物を含む。）
以上8項目

許可品目

H28.6.20

滋賀県 産業廃棄物収集運搬業

3



4

２-２） 許可内容・許可一覧

都道府県 許可区分 許可番号 許可年月日 有効期限

静岡県

許可品目
積替え、保管を除く。
特定有害廃石綿等
以上1品目

静岡県 特別管理産業廃棄物収集運搬業 02251059325 R5.3.2 R10.3.1

許可品目
積替え及び保管行為を除く
特定有害廃石綿等
以上1品目

H31.1.11 R6.1.10

許可品目

積替え、保管を除く。
廃プラスチック類（石綿含有廃棄物及び水銀使用製品産業廃棄物を含む。）、ゴムくず、金属くず
（水銀使用製品産業廃棄物を含む。）、ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず（石綿含有廃
棄物及び水銀使用製品産業廃棄物を含む。）、がれき類（石綿含有廃棄物を含む。）、紙くず、木く
ず、繊維くず
以上8品目

愛知県 特別管理産業廃棄物収集運搬業 02350059325 R5.3.3 R10.3.2

産業廃棄物収集運搬業 02201059325

3



5

５）　　　保有設備

2台

2.5㎥コンテナ

1.0㎥コンテナ

ユンボ 6台

フォークリフト 2台

3台

3トン車クレーン付き

1台4トン車ダンプ

2トン車クレーン付き 8台

10トン車アームロール

対象組織：本社事務所、処分場
対象活動：（特別管理）産業廃棄物収集運搬業、産業廃棄物中間処分業、解体工
事業

4トン車アームロール

450台

100台

保有車両

６）　　対象範囲

選別ライン

ｔ

１.

2トン車ダンプ 4台

中間処分場

３） 施設等の概要及び中間処理方法・処理能力

解体

1台

(2) 設置年月日

(3) 処理品目

平成12年12月

がれき類、ガラスくず及び陶磁器くず、金属くず、

(3)

10トン車ダンプ 1台

2台

選別機の処理能力
廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず
ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず、がれき類

１０２㎥/日

選別施設 (1)

3,000セット

愛知県小牧市東田中1292番地設置場所

廃プラスチック類、木くず、紙くず、繊維くず、ゴムくず

ｔ21,435

4トン車クレーン付き

（2023年1月現在）

3台

21,435

４） 処理実績（2022年度）

(1) 収集運搬

(2) 処分

保有コンテナ

8.0㎥コンテナ

件125

選別機



セイケン工業㈱

Ｇ社
中間処分；破砕

Ｆ社
中間処分；破砕

Ｅ社
中間処分；破砕

Ｏ社 Ｃ社
中間処分；焼却 最終処分；管理型埋立

Ｍ社 Ｆ社
中間処分；焼却・破砕 最終処分；管理型埋立

Ｇ社
再生

建設現場
Ａ社

中間処分；圧縮

Ｙ社

中間処分；圧縮

Ｍ社 Ｔ社
中間処分；圧縮 最終処分；管理型埋立

Ｏ社 Ｆ社
中間処分；破砕・圧縮・溶融固化 最終処分；安定型埋立

Ｅ社 リサイクル(売却）
中間処分；破砕・圧縮・溶融固化

Ｔ社
Ｄ社 最終処分；管理型埋立
最終処分；安定型埋立

Ｆ社
最終処分；安定型埋立

Ｙ社
最終処分；安定型埋立 Ｅ社

最終処分；安定型埋立
Ｓ社
中間処分；破砕

Ａ社
中間処分；破砕

Ｃ社
再生；破砕分別（石膏ボード）

Ｙ社
中間処分；破砕

Ａ社
中間処分；破砕

Ｓ社
中間処分；破砕

Ｙ社
最終処分；安定型埋立

廃棄物フローシート

リサイクル(売却）

リサイクル(売却）

セイケン工業㈱
中間処理施設

選別 中間処理後処分 再資源化等最終処分→→

廃プラスチック類

がれき類

ガラスくず・コンクリート
くず及び陶磁器くず

5

金属くず

紙くず

繊維くず

木くず
リサイクル（売却）

リサイクル（売却）



≪役割と責任・権限≫

８）　実施体制図

≪推進組織≫

代表者（社長）

代表取締役　山田 幸絵

事務所

環境管理責任者

営業部
収集運搬

解体

専務取締役

山田 誠治

向井 真由美

中間処分場

山田喬介

代表者（社長） 代表者による全体の評価と見直しを実施

環境経営活動レポートの承認

環境保全に関する必要な人員、設備、費用等を提供

進捗状況のデータ収集、整理

営業・収集運搬・処分場における活動の推進

組織内従業員育成

環境管理責任者

専務

環境経営管理システムの構築、実施、管理の責任者

環境経営活動レポートの作成と公開

環境経営目標、計画の作成と進捗状況管理

環境関連法の順守評価

環境経営の統括責任者

環境経営方針の策定

6

部門

従業員

環境管理責任者の方針に従い環境経営システムの実施、維持、継続、改善

社員の教育、訓練の実施（営業部については解体部門と兼務）

データの管理、収集

自分の役割を理解し、自主的・積極的に環境活動に参加



制定　２０１９年１１月　１日　 

環境経営方針を全社員に周知し、環境目標を設定し、定期的に見直すことにより

節水に努め、水使用量削減に取り組みます。

５． グリーン購入

事業活動を通じ、環境にやさしいグリーン購入を促進します。

Ⅱ.　環　境　経　営　方　針

≪基　本　理　念≫

7． 環境コミュニケーション

≪基　本　方　針≫

１． 環境関連法規等の遵守

環境関連法規及び、その他当社が同意する協定等の要求事項を順守します。

３． 廃棄物の削減・リサイクル

解体工事及び中間処分において分別・リサイクルに努めます。

４． 水使用量の削減

２．

私たちは、産業廃棄物収集運搬・中間処理、建物解体に関する事業を通じて事業活

動が環境に与える影響を認識し循環型社会の形成に貢献できる活動を目指します。

7

環境経営活動レポートを社内外に広く公表します。

制定　２０１７年　８月　１日　 

　　　　　　　セイケン工業株式会社

代表取締役　山田　幸絵　

二酸化炭素排出量の削減

電気、化石燃料などのエネルギー使用量の削減に取り組み、環境負荷の抑制に努めます。

６． 環境管理体制

継続的な環境改善に取り組みます。



※二酸化炭素排出係数は、中部電力ミライズの2020年の係数0.37９kg-CO2を使用しました。

322.00 百万円

234,639

電気使用量

㎥

ガソリン

軽油

4エコ・グリーン商品の購入促進

目標値

化石燃料使用量
軽油：収集運搬車両、リフト
灯油：土場、解体現場

ガソリン：営業 5,333

中間処分場

8,378

目標値

軽油

4 品目数 4

水使用量

一般廃棄物排出量

25.5

Ⅲ.　環　境　経　営　目　標

区分
基準値

kg

16.4

灯油

電気使用量の削減

本社事務所

76,830

化石燃料
使用量の削減

取組み項目

二酸化炭素排出量の削減

１）基準年度実績（2020年度）

729

基準値
年間の削減目標

環境経営方針項目

二酸化炭素排出量

19.6

エコ・グリーン商品の採用・導入

単位

kwh

L

kg-CO2全社 -

㎥

※廃棄物リサイクル率＝（中間処理量-最終処分量）/中間処理量*100

目標値

2020年度

目標種別

76

243

91.2

4

廃棄物のリサイクル率

kg

品目数

※2020年度の売上高：

8

※当社は化学物質の使用はありません。

※二酸化炭素排出係数は、中部電力ミライズの2020年の係数0.37９kg-CO2を使用しました。

２）環境目標（単・中期目標）　2020年度を基準とした売上高原単位の削減目標を設定しました。

事務所

事務所

20２１.12～2022.112020.12～202１.11

目標　２％減目標　1％減

42.2

kwh/百万円
中間処分場 26.0

233.8

19.2

（年度は12月～翌年11月）

4

2022.12～2023.11

目標　３％減

41.0

25.2

231.4

水使用量の削減

L/百万円

本社事務所

中間処理場

目標値 6,312

25.8

236.2

19.4

2020年度 単位

41.8

19.0

16.1

706.8

73.6

一般廃棄物排出量
の削減 236

kg-CO2/百万円

75.1

243 238240

13,597

239

721.4

ガソリン

714.1

16.6 16.2

％

個

灯油

41.4

75.9 74.4

事務所

事務所

目標値

目標値



② 化石燃料使用量削減（活動対象：中間処分場）　　　　

Ⅳ.　環　境　経　営　計　画

① 電気使用量の削減（活動対象：全社）　　　　　　　推進責任者：環境管理責任者

１） 二酸化炭素排出量の削減取組み

・重機をかけっぱなしにしない　　　　　　　　　　　　　　〃

・節電呼び掛け、毎月の電力使用量の把握　　　　　　

・使用していない照明をこまめに消灯

・空調の設定温度の管理

・パソコン使用管理（90分以内はスリープ設定）

・ガソリン・軽油・灯油使用量燃費管理　　　　　　推進責任者：環境管理責任者

・低速走行の励行、急発進をしない　　　　　　　　推進責任者：専務

・アイドリングストップ実施、エアコンの適正温度設定　　　〃

・収集運搬車両の運行管理の適正化　　　　　　　　　　　　〃

・車両の更新（買い替え）　　　　　　　　　　　　　　　　〃

・分別しやすい仕組みつくり（4分別）　　　　　　 推進責任者：環境管理責任者

・廃棄物の分別の徹底　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃

・廃棄ゴミから再資源化へ徹底・分別　　　　　　　推進責任者：専務

２） 一般廃棄物排出量の削減（活動対象：事務所・中間処分場）

・節水ステッカーの貼り付け　　　　　　　　　　　推進責任者：環境管理責任者

３） 水使用量の削減（活動対象：全社）

４） 廃棄物のリサイクル率の向上（活動対象：中間処分場・解体現場）

・適度な散水量を心がける　　　　　　　　　　　　推進責任者：専務

・分別ラベル貼り付け　　　　　　　　　　　　　　推進責任者：環境管理責任者

・節水の励行　　　　　　　　　　　　　　　　　　推進責任者：環境管理責任者

・水道の蛇口を確実に閉める　　　　　　　　　　　　　　　　〃

・散水時節水の促進　　　　　　　　　　　　　　　推進責任者：専務
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・混合廃棄物の選別の細分化　　　　　　　　　　　推進責任者：専務

・排出現場(解体現場)での１次選別の徹底　　　　　 推進責任者：専務

・事務所エコ商品の購入　　　　　　　　　　　　　推進責任者：環境管理責任者

５） グリーン購入の促進（活動対象：事務所）



2021.12＿2022.11

今回

2022年度売上高

Ⅴ.　環　境　経　営　目　標　の　実　績

763 93.7%

-

目標値

-2% 41.4

25.5

-2% 234

-2% 19.2

-2% 714

-

百万円

※一般廃棄物排出量は平成29年度に集めたデータにより得られた数値を基に基準値を設定し、-1％/年を目標数値とした。

※エコ・グリーン商品の購入促進についても前年購入品目数を基準値とし、1品目増/年を目標とした。

2020年度売上高

※目標達成率は目標÷実績（％）

同数維持

359

※評価は、目標達成は○、目標未達成は×とする。

×

〇

年度 年度

97.1%90.3

4

化石燃料
単位（L）9,894中間処理場

※廃棄物のリサイクル率管理・増加の基準値においては再計算の中で誤差が発見されたため
　軽微な修正をしました

9,990

ガソリン

ガソリン 5,434

4,614

93,037

電気
単位

（kWh）
4,673

100%

2022年度

2021年度

化石燃料
単位（L）

電気
単位

（kWh）

新事務所

化石燃料
単位（L）

軽油

中間処理場
灯油

ガソリン

取組み項目 結果

×
電気

使用量の削減

新事務所

基準値 単位

42.2

26中間処理場

実績

×
kwh/百万円

98.8%

92.5%

達成率

28
-2%

-2%

42

電気
単位

（kWh）

新事務所 15,391

中間処分場

新事務所

×

×

273

13

16

〇

〇

147.6%

101.0%

90.9%

88.7%

85.8%

×

268.4

×

273,750

81.8

-2%

20灯油

kg-CO2/百万円

17 16.3

5,782

15,033 軽油 98,017

灯油

2021年度

2022年度

238

2% 93.0

4

軽油

灯油

4 品目数

※期間実績として

電気使用状況 化石燃料使用状況

-2%

-

-2% 74.4事務所 76 ㎥

729

ガソリン

化石燃料
使用量の削減

軽油 239

水使用量の削減

243一般廃棄物排出量の削減 kg

百万円

エコグリーン商品の採用・導入

二酸化炭素排出量の削減 全社

％91

322

廃棄物のリサイクル率向上

事務所

L/百万円
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年度 年度

電気
単位

（kWh）

新事務所

化石燃料
単位（L）

軽油

中間処理場
灯油

ガソリン



・エアコンの適正温度設定

〇

結果：トータルでクリアした

評価：営業で外回りに使用していた車が1台稼働しなく
なったことによりガソリンは削減達成、その他も重機使用
が少なかったことにより灯油も目標達成。
軽油は運転手の増加に伴いトラックの稼働台数が増えて未
達。再度運転手にエコドライブの徹底をしてもらい、こま
めなエンジン停止を行う。

今後：経過観察

結果：未達成

評価：削減できなかったが、事務書類等の片面コピー用紙
の裏面再利用等、現在の取り組みを継続して行っていく。
前年とほぼ同じ排出量と考え様子見

今後：経過観察

結果：未達成

評価：今まで以上のこまめな手洗い、飛沫飛散防止のため
の加湿器増設、清掃時の除菌頻度増加や洗濯回数の倍増に
より顕著に水使用量は増えたが、コロナの収束見通しがた
ち、必要な水使用量が減少する見込みなので今後様子見

今後：経過観察

結果：リサイクル率目標未達成
評価：リサイクル率は未達であったが、大幅な変動は見ら
れなかった。活動の定着を裏付ける結果となった。

今後：経過観察。

〇

結果：リサイクル率目標未達成
評価：リサイクル率は未達であったが、大幅な変動は見ら
れなかった。活動の定着を裏付ける結果となった。

今後：経過観察。

・排出現場（解体現場）での
　1次選別の徹底

廃棄物のリサイクル率向上

・排出現場（解体現場）での
　1次選別の徹底

・混合廃棄物の選別の細分化

・適度な散水量を心がける

・車両の更新（買い替え）

〇

・廃棄ゴミから再資源化へ徹底・分別

・分別ラベル貼り付け

水使用量の削減

・収集運搬車両の運行管理の適正化

・重機をかけっぱなしにしない

一般廃棄物排出量の削減

・分別しやすい仕組みづくり（4分別）

・廃棄物の分別の徹底

・節水ステッカーの貼り付け

Ⅵ.　環境経営活動計画の取組結果とその評価、今後の取組

１）

①

二酸化炭素排出量の削減取組み

②

結果及び評価、今後の取組実施
状況環境経営活動計画

電気使用量の削減

・節電呼び掛け、毎月の電力使用量の把握

・使用していない照明をこまめに消灯

・パソコンの使用管理
（90分以内はスリープ設定、90分以上は
シャットダウン設定）

化石燃料使用量削減

・空調の設定温度の管理

〇

結果：未達成

評価：新型コロナウィルス感染防止のため、窓開け換気を
実施していたことから電気代が増加した。飛沫飛散防止の
為に増設していた加湿器を始業から就業まで稼働させてい
たため、結果として空調等の電力使用が増加した。

今後：経過観察

11

実施状況：実施○、一部未実施△、未実施×

・ガソリン・軽油・灯油使用
　量燃費管理

・低速走行の励行、急発進をしない

・アイドリングストップの実施

５） グリーン購入の促進

・節水励行

・水道の蛇口を確実に閉める

・散水時節水の促進

４）

２）

３）

〇

○



また過去　３年間を遡り、関係当局からの違反の指摘はありません。
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小牧市火災予防条例
防火管理体制の構築と運用(消防用設備等の法定点検、消防組織、教育・訓
練)

遵守

環境法規等の違反及び訴訟・苦情等の有無

2023年　１月に確認した結果、環境関連法規等違反及びその他の要求事項に対する違反はありません。

遵守

環境物品等の調達に関する法律（グリーン購入法） 物品等の購入においてできる限り環境物品等を選択する 遵守

フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に
関する法律（フロン排出抑制法）

判定基準の遵守（定期点検）
引取証明書による回収・破壊の工程の確認

遵守

建設工事にかかる資材再資源化に関する法律
(建設リサイクル法)

分別解体・再資源化をはかる

特定家庭用機器商品化法 特定家電を引き取らない 遵守

工業専用地域内に処理施設があるため該当しません。騒音規制法、振動規制法 遵守

廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃掃法）

運搬車両に”産業廃棄物収集運搬車”を表示
収集運搬時にマニフェストと許可証を携行
産業廃棄物管理票(マニフェスト)の管理
廃棄物の排出を抑制し、適正分別、収集、運搬、再生、処分等の処理をす
る
処理困難通知を行う
愛知県条例による県外産業廃棄物の搬入届と実績報告と
産業廃棄物管理票交付等状況報告を行う
委託契約書の締結及び保存
再委託・名義貸しの禁止
水銀使用製品産業廃棄物
（収集運搬時は専用容器に入れ、破損しないようにする）
委託先の現地確認（都度現地確認）

遵守

悪臭防止法 悪臭がないかの確認(周辺住民からの苦情) 遵守

廃棄物の適正処理の促進に関する条例 委託先の現地確認（都度現地確認） 遵守

自動車NOx・PM法 自動車検査証で確認 遵守

浄化槽法 保守点検・清掃、法定検査(年１回) 遵守

Ⅶ.環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

主な法令 遵守事項

アイドリングストップ

遵守状況

遵守県民の生活環境の保全に関する条例



１．[取り組み状況の評価結果]
・環境関連法規等の遵守状況　　

環境関連法規等は遵守している。

・課題抽出

・外部からの環境に関する苦情や要望等
2023年１月現在までに、該当する事項はありませんでした。

１．環境経営方針の変更 有　・　無

２．環境経営目標の変更 有　・　無

３．活動計画の変更 有　・　無

４．環境経営システムの変更 有　・　無

変更の理由（詳細にわたる場合は別紙添付）

環境管理責任者への指示事項
目標未達成事項はあるが取組を継続し評価すること
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代表者による変更の必要性の判断・指示

軽油使用量の削減 未達 実施 トラックの稼働台数が増えた為、削減活動の見直しを検討する

灯油使用量の削減 達成 実施 継続

水使用量の削減 未達 実施 引続き感染防止対策を行いながら削減できる方法を試していく

再資源化率向上 未達 実施 経過観察

ガソリン使用量の削減 達成 実施 継続

一般廃棄物排出量の削減 未達 実施 今まで以上に削減出来る方法がないか検討する

見直しの必要な情報 

２．[目標・環境活動計画の達成状況]

Ⅷ．代表者による全体の評価と見直し記録

電気使用量の削減 未達 実施 電気のつけっぱなしをせず、不要な電気は使用しないよう徹底する

目標項目
目標値

達成状況
活動計画
実施状況

コメント
（目標値に対するコメント・活動計画に対するコメント）

新型コロナウイルス感染防止対策の為、貴重な水資源を多く使用した結果となった。また事業規模
拡大や従業員の増員等に伴い、電気使用量・軽油使用量・一般廃棄物量も増加した。改めて削減
に向けて何ができるか再検討し実施していく。

確認日：2023年 4月 1日


